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要　約


















ア ン ケ ー ト 調 査 結 果（questionary survey 
result）， 戦 略 認 識 効 果（effect of strategy 
recognition），階層別分析（analysis according 
to the hierarchy）
は じ め に
　バランスト・スコアカード（Balanced-Scorecard 
: BSC）は，1992 年の Harvard★Business★Review に






























































　高橋淑郎研究室と日本能率協会が 2004 年 8 月
に全国 2,169 病院のうち 440 病院（回収率 20.3％）
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図 2　戦略マップの基本図
図 1　バランスト・スコアカードの基本図
視　点 戦略テーマ 戦略目標 成果尺度
財　務 財務面向上 保有資産活用 キャッシュフロー
顧　客 消費者を喜ばせる 標的顧客を喜ばせる 市場占有率
業務プロセス 製品イノベーション 革新的な製品 新製品の ROI
学習と成長 有能なスタッフ コア・コンピタンス 個人別目標達成状況









2002 年 9 月から 11 月に行った調査4 がある。こ


































る。この F 病院は，BSC 導入後に業績改善を示














































　F 病院は，東北地方に所在する 1943 年に公的
病院として開設された市内有数の総合病院である。
病床数は 359 床であり，診療科は 19 科を有して
いる。1 日の平均外来患者数は約 750 名であり，
平均入院患者数は約 306 名である。職員総数は約
430 人であり，内訳は医師 38 人，看護職員 280 人，





























おりである。また F 病院の BSC の基本フォー
マットは図 3 であり，戦略マップは図 4 のとおり
である。
＜業績改善実績＞
●財務指標の改善　（2005 年度対 2006 年度比）
　医業収益（売上高）の増加　＋6％，医業損益（営
業利益）の増加　＋70％，経常利益の増加　＋60％，





　BSC 設定時に掲げた KPI（重要成功指標）30 項
目中 16 項目が 100％目標達成（53％），10 項目が
90％目標到達（33％），BSC 目標設定時に掲げた

















　アンケートは 2007 年の 5 月に，F 病院の常勤
職員 394 名のうち，医師，現業職スタッフ等を除
く，看護職員 236 名，事務部職員 31 名，栄養科
職員 17 名，検査科職員 14 名，放射線科職員 11
名，薬剤部職員 9 名，リハビリスタッフ 5 名，病
院幹部（病院長，副院長）3 名　計 326 人対して
調査用紙を配布して行った5。回収は看護職員
199 名（回収率 84％），事務部職員 22 名（回収率
71％），コ・メディカルスタッフ他 59 名（回収率
100％）計 280 名（回収率は 86％）からアンケート
を回収している。役職別では管理職（係長以上）







































































































































































ドの導入で F 病院全体の 18 年度
の目標はわかりましたか？

























































































F 値 F 境界値 有意確率
BSC の内容理解 2.743 3.864 2.534 66.554 3.876 ＜ 0.001
BSC 導入による病院のビジョン理解 2.764 3.636 2.602 36.945 3.876 ＜ 0.001
BSC 導入による病院の戦略理解 2.671 3.364 2.542 25.512 3.876 ＜ 0.001
BSC 導入による病院の経営状態理解 2.766 3.381 2.657 16.804 3.876 ＜ 0.001
BSC 導入による病院の業績改善期待 2.914 3.364 2.831 10.796 3.876 ＜ 0.001
BSC 導入による業績改善を意識した行動 2.846 3.591 2.708 26.332 3.876 ＜ 0.001
BSC 導入による病院目標理解 3.025 3.545 2.928 12.372 3.876 ＜ 0.001
BSC 導入による部門目標理解 3.269 3.932 3.145 18.937 3.876 ＜ 0.001
BSC 導入による個人目標明確 2.993 3.636 2.871 14.622 3.876 ＜ 0.001












BSC の内容理解 33.6％ 81.8％ 24.6％
BSC 導入による病院のビジョン理解 31.8％ 70.5％ 24.6％
BSC 導入による病院の戦略理解 26.1％ 50.0％ 21.6％
BSC 導入による病院の経営状態理解 31.4％ 47.7％ 28.8％
BSC 導入による病院の業績改善期待 33.9％ 56.8％ 29.7％
BSC 導入による業績改善を意識した行動 33.2％ 68.2％ 26.6％
BSC 導入による病院目標理解 41.8％ 59.1％ 38.6％
BSC 導入による部門目標理解 50.4％ 77.3％ 45.3％












































































BSC の内容理解 66.7 43.8 18.2
BSC 導入による病院のビジョン理解 66.7 42.5 15.4
BSC 導入による病院の戦略理解 52.1 37.5 12.6
BSC 導入による病院の経営状態理解 54.2 43.8 18.9
BSC 導入による病院の業績改善期待 60.4 42.5 21.7
BSC 導入による業績改善を意識した行動 72.9 46.3 13.3
BSC 導入による病院目標理解 68.8 55.0 26.6
BSC 導入による部門目標理解 89.6 67.5 29.4














































F 値 F 境界値 有意確率
BSC の内容理解 3.646 3.075 2.301 40.507 3.030 ＜ 0.001
BSC 導入による病院のビジョン理解 3.646 3.100 2.315 39.792 3.030 ＜ 0.001
BSC 導入による病院の戦略理解 3.479 2.913 2.308 30.464 3.030 ＜ 0.001
BSC 導入による病院の経営状態理解 3.396 3.025 2.444 19.717 3.030 ＜ 0.001
BSC 導入による病院の業績改善期待 3.333 3.138 2.671 10.328 3.030 ＜ 0.001
BSC 導入による業績改善を意識した行動 3.771 3.163 2.364 45.134 3.030 ＜ 0.001
BSC 導入による病院目標理解 3.771 3.313 2.634 27.541 3.030 ＜ 0.001
BSC 導入による部門目標理解 4.229 3.663 2.768 48.510 3.030 ＜ 0.001
BSC 導入による個人目標明確 4.250 3.375 2.348 69.050 3.030 ＜ 0.001












BSC の内容理解 47.1 7.7 55.2
BSC 導入による病院のビジョン理解 44.3 7.7 52.2
BSC 導入による病院の戦略理解 46.1 12.8 52.6
BSC 導入による病院の経営状態理解 44.2 10.8 49.1
BSC 導入による病院の業績改善期待 31.1 12.8 34.1
BSC 導入による業績改善を意識した行動 38.2 10.3 43.1
BSC 導入による病院目標理解 33.7 10.3 38.5
BSC 導入による部門目標理解 28.3 10.3 31.6



































Ⅴ　お わ り に
　本研究は，先行研究整理のうえ BSC の導入効
果の考察目的で筆者がコンサルタントとして関













































おける BSC 導入に関する研究── BSC 推進役の能力と
役割を中心として」『医療バランスト・スコアカード研














バランスト・スコアカード研究』Vol. 2. 1, 41-53 頁。
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